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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者 氏 名
	矢野　佳代

	大 会 名
	IODA North American Championship

	開 催 地
	Kingston,Ontario, Canada

	大 会 期 間
	2010年6月26日－7月4日


	開催地域の

様子
	キングストンのポーツマスオリンピックハーバー。
キングストン空港、宿泊施設から　車で約10分程度。

ハーバー内にはバーガーショップ、すぐ近くにもドラッグストアやすし店等もあり大変便利。

ハーバー周辺は住宅街でとても過ごしやすい場所。


	宿泊場所
	選手と同じ。クイーンズ大学のビクトリアホール。

会場まで　車で約5-10分、徒歩で約20-25分。
大会前までは徒歩かタクシー、大会期間中はハーバーまでスクールバスが送迎。


	大会のサポーターへの対応は
	大会会場ではパソコンも置いてあったが、各自パソコンでGPSでレースを見るスペースが設けられていてよかった。
観覧艇も準備してあったので　海上でレースを見ることも出来た。

	選手たちの

 コンディションは？


	公式到着日の２日前に現地入りしたので、時差ボケもなく、選手たちの気持ちに余裕が感じられた。
食事はバイキングだったが、選手達も食事が偏らないように　各自気をつけていたのでコンディションも良かったと思う。

	サポーターとして気をつけたことは？


	選手がレースに専念できるように、身の回りの物を整理。

選手の体調等。



	海外の選手を見て感じたことは？


	海外の選手は、、体格の大きな選手が多いと思っていたが、あまり日本の選手と変わらないような気がした。

積極的に話しかけてくる選手も多い。（Tシャツ等の交換）

	日本の選手を見て感じたことは？


	食事の時間やハーバーに行く時間等　海外選手より常に余裕をもって行動していた。
宿泊施設に戻ると　海外の選手との交流を楽しんでいた。

	Spare dayの過ごし方は？


	Spare dayは１日だけで遠くに行けなかったので、宿舎の大学周辺の散策をしたり、キングストンのショッピングセンターに行った。夜はオンタリオ湖のナイトクルージング


	日本チームとして

の課題


	海外の選手に比べてスタートが安定していないように思った。

	ＪＯＤＡへの要望
	全日本、選考会、NT合宿、カナダへの出発まで、OP協会理事の方々には細かい部分までアドバイスやサポートをいただき本当にありがとうございました。

	その他

　
	初の海外レースで緊張の連続でしたが、チームメンバーの協力や、海外の方々に親切にしていただき貴重な経験をさせていただきました。子供にヨットをさせて本当によかったと思います。

	　
	

	　　　
	


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

